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▲作品を手に笑顔の児童と中村館長（右）▲よりみちマルシェでのイベント

▲キャプション

▼横田幼稚園児の可愛らしい踊り▼恒例の風船飛ばしで開幕▼小森田植え囃子保存会

バルーンアートショー▼▼賑わう屋台

▲

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

▲

「
和
歌
う
た
」を
歌
い
あ
げ
る

ネ
ネ
さ
ん（
中
央
）

る
び

パ
　
ー

セ
ン
ト

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

　
島
根
県
の
「
し
ま
ね
企
業
参
加

の
森
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
山
陰

酸
素
工
業
株
式
会
社
（
本
社･

米

子
市
）
が
七
月
九
日
、
上
阿
井
の

「
た
た
ら
角
炉
伝
承
館
」
裏
の
山

林
で
、
下
刈
り
作
業
を
行
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
同
社
社
員
約
六
十

人
が
参
加
。
森
林
組
合
職
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
長
柄
の
鎌
や

手
鎌
を
使
い
、
一
昨
年
か
ら
植
栽

し
た
苗
木
の
周
り
に
伸
び
た
草
を

約
一
時
間
か
け
て
刈
り
取
り
ま
し

た
。

　
初
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
、
下
刈
り
作
業
を
楽
し

み
な
が
ら
も
、
企
業
が
森
林
保
全

活
動
に
参
加
す
る
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
、
熱
心
に
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
計
画
で
は
、
今
秋
、
約
〇･

四

�
に
サ
ク
ラ
と
シ
ラ
カ
シ
約
千
本

を
植
栽
し
、
そ
の
後
五
年
間
は
下

刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
作
業
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▲

集
中
し
て
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

　
第
四
十
四
回
雲
州
そ
ろ
ば
ん
珠

算
競
技
大
会
が
八
月
二
日
、
町
商

工
会
と
雲
州
算
盤
協
同
組
合
が
主

催
し
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
は
、
珠
算
技
術
の
向
上
と

基
礎
学
力
の
増
進
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
、
今
回
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
町
内
・
県
内
を
は
じ

め
、
関
西
、
四
国
地
方
か
ら
約
百

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
学
年
別
な
ど
四
部
門

に
分
か
れ
て
、
読
み
上
げ
算
、
読

み
上
げ
暗
算
な
ど
を
行
い
、
珠
算

の
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　
「
始
め
」
の
掛
声
と
と
も
に
競

技
を
開
始
。
会
場
に
は
「
パ
チ
パ

チ
」
と
い
う
そ
ろ
ば
ん
の
珠
を
弾

く
音
が
響
き
、
そ
の
中
で
参
加
者

た
ち
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
集
中

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
上
阿
井
に
あ
る
「
一
味
同
心
塾
」

で
八
月
五
日
、
阿
井
小
学
校
の
児

童
十
名
が
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
、

イ
ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
ー
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
作
品
は
、
縦
〇･

九
�
、
幅
一･

八
�
の
も
の
が
二
枚
。

画
材
に
は
斐
伊
川
和

紙
を
使
い
、
中
心
に

描
い
た
地
球
の
絵
の

周
り
に
、
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
イ
ラ
ス

ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

描
き
込
み
ま
し
た
。

　
作
成
に
あ
た
り
、

児
童
た
ち
は
前
日
、

自
然
と
い
の
ち
を
テ

ー
マ
に
し
た
映
画
「
坂

本
龍
一
の
ア
フ
リ
カ･

エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ィ
ズ

ム
」
を
鑑
賞
。
作
品

に
、
よ
り
強
い
願
い

と
思
い
を
込
め
ま
し

た
。

　
作
成
に
参
加
し
た
勝
田
歩
人
さ

ん
（
六
年
）
は
「
最
初
は
難
し
か

っ
た
け
ど
、
最
後
は
楽
し
く
描
け

た
。
作
品
を
作
り
な
が
ら
、
震
災

の
よ
う
な
辛
い
出
来
事
が
あ
っ
た

今
こ
そ
、
笑
顔
が
大
切
だ
と
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
、
作

品
を
作
る
こ
と
で
被
災
地
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
作
成
を
発
案
し
た
、
一

味
同
心
塾
の
中
村
成
子
館
長
は
「
作

品
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
作
品
を
作
り
、
喜
び
を
分
か
ち

あ
う
こ
と
で
、
世
界
は
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
完
成
し
た
作

品
を
満
足
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し

た
。

　
作
成
さ
れ
た
二
作
品
の
う
ち
、

一
枚
は
被
災
地
に
送
ら
れ
、
一
枚

は
阿
井
公
民
館
に
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

ヘ
　
ク

タ
ー
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

▼作業に汗を流す社員たち　
じ
ゅ
ん
＆
ネ
ネ
の
早
苗
ネ
ネ
さ

ん
が
八
月
七
日
、
横
田
の
「
奥
出

雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
」
で
、
和
歌

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
歌
う
「
和

歌
う
た
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
神
話
の

舞
台
と
な
っ
た
奥
出
雲
、
特
に
稲

田
姫
に
和
歌
を
う
た
い
捧
げ
た
い

た
い
と
い
う
、
ネ
ネ
さ
ん
の
強
い

希
望
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
日
本
最
古
の

和
歌
で
あ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ

ト
が
歌
っ
た
、
こ
の
和
歌
の
ア
カ

ペ
ラ
で
開
演
。
迫
力
あ
る
ネ
ネ
さ

ん
の
歌
声
に
、
来
場
者
は
和
歌
の

世
界
に
一
気
に
引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ネ
ネ
さ
ん
は
、
こ
の
後
も
小

野
小
町
や
和
泉
式
部
な
ど
有
名

歌
人
の
和
歌
を
、
ギ
タ
ー
や
ピ

ア
ノ
な
ど
に
の
せ
、
高
く
透
き

通
る
声
と
地
に
響
く
よ
う
な
力

強
い
声
で
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
和

歌
の
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵

が
映
し
出
さ
れ
、
ネ
ネ
さ
ん
の

歌
声
を
引
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
訪
れ
た
約
五
十
人
の

来
場
者
は
、
ネ
ネ
さ
ん
の
歌
声

に
聴
き
入
り
な
が
ら
、
神
話
や

和
歌
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
、

夏
夜
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

▲

横
田
地
域
婦
人
会
に
よ
る
踊
り

▲

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
白
築
純
さ
ん

　夏の恒例イベント「奥出雲だ
んだんフェスタ」が8月6日、ＪＲ
出雲横田駅前から4月にオープ
ンした「よりみちマルシェ」まで
を会場に開催されました。
　恒例のジェット風船飛ばしで
幕開けした会場は、今年も多く
の人で賑わいました。
　また、ステージでは、踊りやバ
ンド演奏、風船で様々な形を作
り出すバルーンアートショーなど、
子どもから大人までが出演する
多彩なイベントが行われました。


